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要  旨 
 本文の研究対象の「萩」は秋の七草の一つ、中国の胡枝花である。日本人は
古来よりこのマメ科の小さな紫色の花を好み、萩は『万葉集』に詠まれている
花の中で最も数が多く 142 首である。萩は奈良時代の歌人たちに愛される植物
であり、現在の歌人や、俳人の間でも愛詠されている。和歌や俳句にあまり近
づかない日本人の一般の人たちも萩の花見をし、自然に親しみ、秋を味わい、
美しい景色を楽しむ。このことから、「萩」は日本文化、文学においては重要
な位置を占めており、「萩」を研究することは、日本文化、文学の考察へ重要
な意義があるといえよう。 
 『万葉集』は奈良時代後期に成立した、現存する日本最古の歌集であり、天
皇をはじめの貴人たちから、下級官僚、防人、庶民に至るまで様々な分野の人々
の和歌を収録されている。『万葉集』は日本古代生活の深さと幅広さの証明で
あり、歌風直情的で素朴である。それゆえ、本稿は『万葉集』を研究対象とし
て、日本古代歌人や、庶民のリアルな生活と心を考察してみる。 
 「意象」という言葉は、中国美学において重要なことばであり、基本な範疇
の一つである。「意象分析方法」は詩の言葉を理解する上で詩における意象を
味わい、詩人の気持ちを考察方法である。この詩を理解する方法を和歌の鑑賞
に導入すれば、和歌の心や趣も理解しやすくなる。本稿の目標「意象」は「萩」
であり、この「象」の分析を通じて歌人たちの「意」を考察し、和歌の「意」、
「趣」や和歌の背景、その時代各分野の民衆の考え方、生活、美意識と価値観
を理解する。本稿は「萩」の「意象」を分類して分析し、奈良時代の歌人の「叙
情」、「詠景」の「意」を探りだし、さらに万葉時代の独特の美意識と価値観
を覗う。 
キーワード：万葉集；萩；意象；変化；象徴 
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摘  要 
     本文的研究对象“萩”，是取义为“秋天的草”的和制汉字“萩”，是中
国的胡枝子。日本人自古以来就喜爱这种开紫色小花的豆科植物，在《万叶集》
与植物有关的和歌中，“萩”排在第一位，有 142 首。“萩”在日本奈良时代倍
受歌人的推崇，时至今日，现代的歌人也仍然把胡枝子视为秋天的代表题材，即
便是一般与和歌接触较少的日本人也喜欢赏“萩”来感受自然、感受秋意和享受
美景。由此可见“萩”在日本的文化和文学中占有重要的地位，对萩花的研究对
于了解日本文化和文学有重要的意义。 
《万叶集》是奈良时代后期编撰的、日本现存的最早的和歌集，作者从天皇、
贵族到下级官吏、戍边兵士、普通民众等，广泛普遍。《万叶集》反映了日本古
代生活的深度和广度，歌风率直、朴素、雄大。因此，本文以《万叶集》为研究
对象，以此提炼日本古代歌人和平民的真实生活和情感。 
意象是中国古典文艺理论中重要的美学概念，意象分析法可以使人在理解语
言的基础上去分析诗歌中的意象、进而推演领悟诗歌的内涵。导入意象分析法分
析和歌，会降低对和歌情感和神韵的把握难度，加之本文的“象”是固定的“萩”，
通过对“象”的分析来推测作者的“意”，对于理解和歌本身的“意”、“韵”
以及和歌产生的背景及各阶层人们的思想和生活、进而了解当时日本社会的审美
意识和价值取向有重要的意义。本文通过对“萩”的“意象”进行分类研究，得
出奈良时代的日本人“意”在诉请、咏景，进而推测出奈良时代独特的审美意识
和价值取向。 
关键词：万叶集；萩；意象；变化；象征 厦
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第一章 序論 
1.1 問題意識と研究目的 
日本は一見我が国と近い言葉や文化を所有しているが、文化の芯が全然違う。
中国の隋唐文化を崇拝する奈良時代でも、漢詩文が日本上層の貴人たちの間に
流行るとともに、和歌の繁栄も一向衰えなかった。この世によく知られた『万
葉集』はその時代に誕生した。 
『万葉集』は五世紀から八世紀の半ばまでやく 350 年間の長歌、短歌、旋頭
歌、仏足石歌体歌、連歌合わせて約 4500 首、漢文の詩、書翰なども収録され
た①。東歌、防人歌なども含み、豊かな人間性に基づき、現実に即した感動を
率直に表す調子の高い歌が多い。本稿の『万葉集』を選定した理由はその時代
性、豊かさのほかに、また二つある。一つは歌人の制限が小さい。歌の作者は
天皇をはじめの貴人たちから、下級官僚、防人、庶民に至るまで様々な分野の
人々である。後の勅撰和歌集の歌人の身分は大体皇族、役人、僧侶、有名な歌
人などの地位の高い人である。庶民と違う考えや生活を詠む和歌はその時代の
全体の様子を描くことが到底できない。もう一つの理由は匠気薄い②。『万葉
集』にはストレートに愛などの気持ちを伝わる歌が多い。人々を引き付ける魅
力はその率直さにあるといえる。技巧や知識に頼ることなく、人を愛する心を
率直に歌う力強さは、時代を超えても変わらない人間の愛の形を表している。
また雄大な自然の美しさを、そのスケールの大きさそのままに、素朴に表現し
ていることも特徴である。後の勅撰和歌集は唯美的、情調的、幻想的、絵画的、
象徴的、技巧的などの特徴が挙げられ、「余情妖艶」の美意識が漂っている。
現実から離れすぎ、リアルな庶民世界を理解するには、それほど価値がないと
言えよう。 
『万葉集』に収録された約 4500 首の和歌の中には、およそ 160 種類の植物
が様々なかたちで詠み込まれている。万葉集には 3 首に 1 首以上の割合で植物
                                                        
①大鶴仁美.万葉集検索システムにおける和歌検索方式の検討[D].山口大学、2002. 
②岩崎禮太郎.新古今集・新勅撰集における七夕の歌[J].日本文学研究、1980、(16). 
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が詠み込まれ、なかで最も多く詠まれたのが「萩」、次いで「梅」「松」「橘」
となる。植物を詠む歌が 1700 首余りあり、萩はその一位であり、142 首もあ
る。中の 55 首は作者判明したが、ほかの三分の二近くは作者不明であり、下
級官人か一般庶民と推測されている。梅は次に 119 首で二位を占めているが、
作者は大体貴人である。奈良時代には「花」というものは梅のことであり、気
品のある舶来品であるので、当然庶民から出会うことが難しく、貴人たちの愛
花になった。『万葉集』に詠まれた松の歌は 79 首であり、万葉植物としては、
萩・梅に次いで三番目にその歌数が多い。松の花を歌ったものは一首だけで、
枝・葉・根など姿・形を歌ったり、生えている場所とか状態がどうであるかを
歌う。第四位は橘であり、69 首ある。萩と梅より花自体が魅力的であり、そ
の美しさはよく詠まれた①。『万葉集』に詠み込まれている「ぬばたま」は 80
首あるが、緋扇(ひおうぎ)そのものを詠んだ歌はない。その黒い実を「ぬばた
ま」と言うが、これを「黒｣、「夜｣などを導く枕詞として使っている。ちなみ
に、後に日本の花の代表格とされた桜は 42 首しかない。平安時代の『古今和
歌集』になると、入集した 1111 首和歌の中には、一位の桜を詠む歌は 80 首あ
まりとなった。 
最愛する花の変化したことから、日本人の美意識が著しく変化したに違いな
い。より原点的な日本人の心を理解するには、本稿は『万葉集』における萩の
和歌を研究対象と選定した。 
桜の日本における花の制覇する地位は周知のことであるが、「萩」という花
は日本人以外の人の目につかない小低木である。本来飼料や染料用の存在であ
るが、自然に特別に親近感を持つ日本人にとっては、目や心を楽しむ自然の恵
みであり、思いを託す大事な秋の七草の冒頭の存在でもある。『万葉集』では、
萩は周知の愛花の桜、舶来品の梅を凌ぎ、一番詠んだ植物になったことから、
当時の日本人のこの小さな花への愛は覗われよう。なぜ萩を最愛したのか、同
時日本人の美意識や価値観を究明するのは価値ある課題だと思われる。 
萩と深く関わった著名な歌人の一番目は大伴家持であり、『万葉集』に収録
された約 400 首の家持の歌の中、14 首は萩の歌である。『万葉集』の編集は
                                                        
① 尹宁宁. 2010.《万叶集》中前四位的花[D]. 四川外语学院.  
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家持の手を経たものと考えられるので、この調子でも奇妙なことではない。二
番目はやはり柿本人麻呂を挙げよう。『万葉集』というと、この後世山部赤人
とともに歌聖と称された大歌人は名を挙げなければならない。麻呂の萩の歌は
4 首収録された。三番目は大伴旅人であり、3 首収録された。ほかにわずかに
論じたい歌人は山上憶良と田辺福麻呂である。 
和歌の分析はやはり難しいが、本稿は中国古典文学の詩を鑑賞する方法を導
入する。「意象」は中国古典美学の重要な概念であり、鑑賞のキーワードであ
るという。漢詩には二つの要素がある。一つは客観的な物象の「象」であり、
具体的に自然の景物などである。もう一つは主観的な状況、つまり詩人の考え
や、感情の「意」である。二つ要素の融合で、詩の美が成り立つのである。「意
象」は主観的な感情が溶け込んだ客観的な物象である。つまり、何か感情を込
めて詠んだ物事や、人物などである。漢詩を鑑賞する場合、詩の意象を解明し、
詩人の思いや、心を理解するのは詩を鑑賞するポイントである。 
和歌は普通あまりにも簡潔であり、短歌と反歌はただ三句であるので、趣や、
心は把握にくいと言われている。「意象」分析方法は欧米詩歌鑑賞に導入し、
重要な分析方法になった。竹輝（1988）は、詳しく意象の分類を紹介した。感
覚からは五感の視覚、聴覚、触覚、味覚と嗅覚のほかに、動覚、意覚とともに
七種類の意象に分けられた。詩人の選択、アレンジ方法からは、単一意象、描
写意象、比喩意象、象徴意象に分けられた。同文は意象のアレンジ方法と意象
の詩歌における価値を論じし、イマジズムは中国の古詩に深く影響されたこと
を判明した。呉波（2012）は、イマジズムの代表詩人のパウンドは、イマジズ
ムの立場を打ち出すが、それには俳句が影響したと論じた。イマジズムとは、
視覚形象の明確な表現を目指す形象主義または心象派と解釈している。中国の
「意象派」である。このことから、欧米の古典と中国の古典の共通した部分は
意象にあると言えよう。とはいえ、「意象」分析方法は日本古典鑑賞に導入す
ることはまだ少ない。桜の意象は一番多く分析されている。中で最も詳しいの
は唐赫（2011）は、「意象」分析方法で『古今和歌集』における桜の意象を分
析した。ほかに中国の古詩における蛍、蝉、月などを意象分析方法で論じたも
のもあるが、この分析方法は中国で使われているが、日本では見られない。 
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萩の歌を論じる論文は日本では珍しくないが、中国ではまだ少ない。竹生政
資は 27 篇の論文で『万葉集』の和歌や、言葉遣いの翻訳について論じている。
萩を他の植物と共に研究する文章は多い。永井寬（1951）は植物を譬喩物とし
て用いられるものが多い。または愛賞物か叙景物として読まれた歌もおおく論
じている①。間宮厚司（2006）は『万葉集』の類歌について研究した。間宮厚
司は「三組の類歌をオムニバス形式で取り上げ、歌の解釈・訓読・先後関係と
視点がまちまちで、全体としての統一感に欠ける」という結論を出した②。梁
青（2013）は漢詩における植物の歌を論じている。萩の漢詩は中の一節である。
「『新撰万葉集』の漢詩になると、「女郎花」「萩」「藤袴」などの歌材のみ
ならず、その語にまつわるイメージや季節観などもそのまま取り込まれてい
る」という結論を出した③。斉藤充博（1990）は万葉集における庭園と文学を
研究している。萩は本来山野に自生するものであったが、天平貴族が萩を愛し、
宿に萩を植えている。その時代の恋に関する歌は、表現上植物か動物の恋とい
うべき形があると考えられる。萩は「恋を催す」と述べている④。面白いこと
に、畠山篤（2010）は万葉集における紫色と恋の関連を探り出した。萩は秋の
紫の代表として、恋と深く繋がっている。特に、萩の花摺りの衣が恋の証とし
て、親しい恋人の関係を暗示している⑤。 
論じる角度はそれぞれであり、単純に萩の和歌を論じる論文は見当たらない。
本論は中国古典文学理論における重要な概念の「意象」を導入し、「意象分析
方法」を用い「萩」の和歌を分析し、その時代日本人の美意識と価値観を考察
し、その時代本場の文化を理解しようと思う。 
1.2 本論の組み立て 
本稿は先行研究を踏まえ、第一章では研究背景と研究の目的を紹介する。第
二章では萩について論じする。萩は日本の文化と文学、日本人の日常生活と深
                                                        
①永井寬.万葉植物の様相[J]. 語文研究、1951（47）. 
② 間宮厚司. 万葉類歌比較研究[J]. 法政大学文学部紀要、 2006（5）. 
③ 梁青.『新撰万葉集』 の漢詩にみられる和歌的表現[J]. 表現研究、2014、(99) 
④斉藤充博. 万葉集における庭園と文学[J]. 藝文研究 (The geibun-kenkyu: journal of arts and 
letters), 1990、（73）. 
⑤畠山篤. 万葉の紫の発想：恋衣の系譜[M]. アーツアンドクラフツ, 2010、（126） 
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く関わっているのを説明する。第三章では『万葉集』における萩の歌を紹介す
る。まず『万葉集』の部立てと歌風及び作者を紹介する。それから『万葉集』
における萩の歌の内容を分類し、説明する。第四章は萩の意象を分析する。歌
人のどんな気持ち、どんな目的で和歌を歌うのかを分析する。第五章では、そ
の前の三部分に基づき、万葉時代の美意識と価値観を考察する。第六章では全
篇を纏め、結論をする。それから今後の課題を提出する。
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第二章 日本の萩について 
「萩」という花は、広辞苑による説明は「マメ科萩属の子低木の総称。高さ
は 1.5 メートルに達し、叢生。枝を垂れるものもある。夏から秋、紅紫色また
は白色の蝶形花を多数総状につけ、のちさやを結ぶ。種類が多い。鑑賞用、ま
た、家畜の飼料。秋の七草の一。胡枝花。」である①。中国では大量野生か、
蕃育されているが、飼料か燃料に使い、或いは雑草とみられる。極普通の低木
だけであり、とても中国古代の詩人の目につかない。萩を詠む中国の漢詩は一
首も見当たらない。しかし、この小さな花は日本では古来より好ましく、一般
人から貴人に至るまでに愛されている。それ故に、本稿はまず萩の日本文化上
および文学上の地位を述べようとする。 
2.1 日本文化における萩 
中国の漢字の「萩」はあるヨモギ類の植物をさしているが、和製漢字の「萩」
は字面のまま、秋の草を指している。なお、「萩」という漢字を作りだす前に、
万葉集では「萩」は「芽」「芽子」と表記され、「生え芽」（切られて倒れた
木の根に生えた芽）の意味である。それ故、「芽子」はさらにこの植物の正体
に近い。また瀬戸内海国立公園にある文化島「小豆島」では、今までの生活の
習わしの一つは、萩を束にして箒として使うので、箒（ほうき）か掃き（はき）
が萩の発音になったという。 
周知のように、日本人は自然に格別に親しい。植物文化史では、日本は一番
萩の種類の多い国である。非常に地味なので、他の国ではそばに咲いていても
見逃してしまうが、古来より日本人が愛してきた萩の花は日本では大きな存在
感がある。小さい花でも枝が垂れ下がるほどに無数に開花した萩の花を見たと
きは思わず感動する。折れても折れても根本から絶えず新しい芽が出る生命力
も愛される理由だという。萩は昔から人々の暮らしに関わりが深く、葉は家畜
                                                        
① 新村出. 広辞苑第六版[M].東京：岩店波書、2008. 
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の飼料や干して茶の代用にされ、枝で箒や垣根が作られ、根が薬草に利用でき
る。そのほか、萩は、他のマメ科の植物と同じ、痩せた土地でも良く育つ①、
なので、古くから緑化資材として使われている。 
ハギは鑑賞用で奈良時代からも庭に栽培され、秋を味わう植物であった。こ
の時代には春は梅、秋は萩という。万葉時代の風流であり、貴族の間で宴会が
多い。宴会の行う場所は宮廷庭園、或いは園地が多い。この時代の造園では、
最も考えられる植物は梅と萩である。梅は大陸から渡来したから、漢詩などの
素材としてよく使われている。萩はその反対に、和歌に現れる場合がおおい。
一つはそのまま庭園の萩として和歌に存在している。もう一つは古来の和歌の
形で、さも野辺で萩をよむかの文学的な修辞法を用いている。奈良時代に庭園
は自然の模倣が一番であるから、自然の萩の歌は実は庭園の萩を見てよむ場合
がおおい。 
万葉時代に、男女とも髪に萩の花を差し、恋文を荻の花の枝に結び贈る。中々
にオシャレで風情がある。また、十五夜や十三夜の月見では、団子やススキと
一緒に備える習慣があり、日本の伝統行事にも密接に関係している。 
当代でも、萩は一般人にも好まれ、「萩」の名所は日本全国に大量に存在し
ている。関西一区だけでも 78 か所がある。例えば、梨木神社はハギの名所と
してよく知られる。萩祭りの時、人々は境内の萩の枝に俳句や和歌を吊り、鈴
虫を神様に奉納する。舞踊、琴、狂言などの公演もある。このような祭りが日
本全国であちこちで行っている。 
2.2 日本文学における萩 
歌枕は、現在では和歌の題材の日本の名所旧跡のことである。「宮城野は萩
の名所として知られる歌枕で萩の咲き乱れる風情を詠んだ歌が非常に多い」②。
野路の玉川も萩で有名な歌枕である。 
宮城野の 本荒の小萩 露を重み 風を待つごと 君をこそまて（『古今和
歌集』） 
                                                        
① 植村誠次. 根粒菌と根粒植物[J]. URBAN KUBOTA、1977、(14). 
② 太田清子.「おくのほそ道」宮城野の条考--「紺の染緒つけたる草鞋二足餞す」をめぐって[J]. 国文
学攷、1986 、(112). 
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